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研究の背景と目的
� 内田(2021)：

� 就学前に適切な支援が受けられるかどうかで生じる教育格差の問題
→ プレスクール事業の重要性

� 就学後の学校生活・学校文化への子どもたちの「適応」の在り方をどのように捉
えるかで、プレスクール等の修学準備支援は同化主義的な支援に陥りやすい
→ どのような支援が子どもたちの学びに向き合う力を育てるか
→ その実践を批判的に問い直す

� 本研究の目的：
� 地域で行われるプレスクールをより良い実践・運営につなげるために必要なこと

は何かを探る。
� 関連する実践・研究の動向を文献調査によって把握する。
� 今後求められる実践・研究を模索する。



文献調査の分析対象の選定と分析方法 
� 文献の収集方法（検索期間は2024年1月3〜5日）

� 「PRISMA 2020 声明」（上岡他2021）を参照

� 「子どもの日本語教育」に関する文献が多く掲載されている『日本語教育』『異文化
間教育』『子どもの日本語教育研究』をJ-Stageで選択

� 以下のキーワードの組み合わせで日本語の文献検索をし、30件収集

� 次にCiNiiを利用し、紀要や論集、学会予稿集も含めて同じキーワードの組み
合わせで検索し、上記と重複しない日本語の文献17件収集。

� 合計47件

【キーワード】 「プレスクール＋日本語」「プレスクール＋地域」 
「プレスクール＋幼児/子ども＋外国」「就学前＋日本語」
「就学前＋幼児/子ども＋外国」「就学前＋幼児/子ども＋外国」
「就学前＋外国＋地域」「就学前＋幼児/子ども＋日本語」



文献調査の分析対象の選定

� ４７件の文献から分析対象の選定
（以下のいずれかに関わるもの）

� 実践・研究の対象が就学前幼児であるもの（海外の事例を含む）

� 就学前幼児の日本語を含むことばの学びに言及するもの（海外の事例を含む）

� 就学前幼児の支援に関わる大人の役割や教育観に言及するもの

� 除外（９件）
� 小学生以上のみを対象とするもの(8件)

� 日本語モノリンガルの就学前幼児が対象のもの(1件)

� 最終的な分析対象： 計38件



分析方法 

1. 実践・研究の対象(就学前幼児・周囲の大人・支援の在り方等)、
目的(就学前幼児の語彙習得等の実態把握・就学前支援の報告・
課題整理等)、実践・研究が行われた場所(国内・海外)で分類。

2. 同化主義的な支援に陥りがちな就学前の支援活動について
� 支援者がどのような意識をもっているのか（いないのか）
� どのような対策や活動が行われているのか（いないのか）

3. 各文献で課題とされていることに、どんな傾向があるか



表1 就学前幼児に関わる文献の分類と件数  
分類 件数 文献情報

① 就学前幼児を直接
的に対象とした調
査・研究・実践

就学前幼児を主な対
象とする支援の実践
報告

8

14

佐藤•ヤン(2008),矢沢(2013),矢沢•高橋(2015), 劉
他(2013),坪井他(2016), 松田他(2018), 内田(2021),
山下(2022)

就学前幼児の数や語
彙習得等の実態把握

6
柴山他(2014), 乗次(2014), 二井•緩利(2015), 白垣
•梅下(2021), 李•浜田(2021), 名倉•二井(2023)

② 就学前幼児に関わる大人（保護者・支援
者・保育士）が対象の研究

8
李他(2017), ゴロウィナ•吉田(2017),荻田•新谷
(2019), 額賀(2019), 井濃内•井出(2020),品川
(2021), 佐々木(2021), 藤原(2022)

③ 就学前幼児に関する文献や実践のレ
ビューに基づく課題整理・支援のあり方

6
飯高(2010), 塘(2015), 内田(2018), 西川他(2018), 
西川•劉(2020), 内海(2021)

④ 異なる専門領域から読み解く実践・研究
へのまなざし

3 山田(2015), 齋藤他(2015), 田淵(2015)

⑤ 海外の事例からの示唆 7
平高(2008), 奥村(2010),管田(2010), 内田(2014), 
伊藤•八尾(2017),立花(2017), 深澤(2020)



就学前支援の実践の目的 文献情報

1 体系的かつ集中的な日本語指導を通して、教科学習・学校生活につながる日本語教育支援(p.4) 佐藤•ヤン (2008)

2 子どもたちが日本の小学校に入る時、入ってから、不安なことや困ることが少なくなるよう、簡単な日本
語や学校の習慣を教える（p.47) 矢沢 (2013)

3 就学前準備教育、就学児を持つ保護者への支援、文化的な多様性への寛容な態度の育成
(p.18) 矢沢•高橋 (2015)

4 乳幼児期から多文化・多言語環境に育つ子どもたちの「発達権」「学習権」を保障するための教
育支援システムの構築(p.123) 劉他 (2013)

5 幼稚園・保育園で問題がなかった児童の入学後のギャップの問題を解決するための児童と保護者
への支援。巡回による個別指導、拠点園での親子を対象とした集団指導(p.40) 坪井他 (2016)

6 学校教育の入り口に立とうとする子どもとその家庭が抱えるリスクを軽減する。(p.19) 
①在籍園での個別巡回指導、②拠点での集団指導、③保護者指導（説明会）(p.27) 内田 (2021)

7 子どもが、自らの多様な言語的・文化的背景やアイデンティティを肯定し、それらに自信や価値を感
じられるようになること。 (p.57) 松田他 (2018)

8
外国につながる子どもの日本語及び母語・継承語を育む具体的な支援を行うため。外国につなが
る子どもが得意ではない言語に興味を持ったり、両言語を使用する活動を通して新しいことばを
知ったりする等、両言語で何かが「できた」という体験を提供すること。（p.33）

山下 (2022)

表2 就学前の幼児を対象とした支援の実践の目的



就学準備支援が陥りやすい同化主義的な側面について
� 就学準備を目的とした支援が、その性質上、同化主義的な支援に陥りやすいとい

う側面への批判的視点を踏まえた記述が具体的にあったのは内田(2021）のみ。
→ しかし、8件すべてで対象幼児の母語・母文化への配慮に関する言及あり

� 2009年愛知県のプレスクール・マニュアル公開
� マニュアル公開前の実践

� 佐藤・ヤン(2008)
幼児の日本語学習に特化した集中的な実践、日本語の語彙・表現の学習が中心

� マニュアル公開後の実践
� 矢沢(2013),矢沢•高橋(2015)
� 劉他(2013) 
� 坪井他(2016),内田(2021) 
� 松田他(2018), 山下(2022)

幼児の主体的な学び、母語・継承語教育、親子の関わりを重視した取組の効果を重視

過去に行っていた語彙・表現重視の
支援からの脱却を試みた実践

子どもの持つ複数の言語資源を活用した実践
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� カテゴリ② 特に散在地域の支援者・支援団体を対象とする研究
� 額賀(2019)

� 依然としてボランティアに依存する傾向が強い
→ 支援体制の脆弱性

� 荻田•新谷(2019)
� 就学前日本語教育の取組には差がある
� プレスクールに対する認識

→ 逼迫した状況の外国人家庭が多く、目の前の生活上の支援が優先
「学校の勉強がはじまってからその補充をすることが教室の目的」
「先取りして学ぶ必要はない」
「未就学児は、兄弟のついでに連れてきている」という域を超えない存在」
→ プレスクールの重要性が十分に理解されていない

就学準備支援が陥りやすい同化主義的な側面について



①−⑤にまたがって指摘される「連携」の課題

� 行政・地域団体・幼保園・学校・保護者・専門家・大学等との連携の
重要性

→ 関係者間（例： 保護者と保育者・学校関係者、支援者間、相談機
関間）での認識のずれや齟齬、情報共有の不徹底、連携不足、体
制の不安定さ

� こうした問題に対する解決策や、持続可能な連携体制の構築にいか
にアプローチするかを具体的に論じた文献は多くない。



①−⑤にまたがって指摘される「連携」の課題
（例）
� カテゴリ②： 井濃内・井出(2020)
保護者と保育者の間にみられる「ことばの壁」解体の重要性を指摘。具体的には、相
互理解にお互いがわかる共通言語が必要という言語イデオロギーや、わかってほしい
こと事柄のずれ等が存在するやりとりの中に研究者が介入し、「ことばの観」を解きほ
ぐすことで信頼関係の構築を促す可能性を指摘

� カテゴリ⑤： 管田（2010）
保護者と保育者の間のパートナーシップ構築の重要性を指摘。
パートナーシップとは、「トップダウンではない双方向的な関わり合い」(p.113)
保育者の側のコミュニケーションスキルを高める方法や活動や、保護者の参加を妨げ
となっている要因を指摘し、パートナーシップ構築の糸口を探る必要性を主張。



「越境的な対話」(香川 2015)の考察
� 地域で実施されているプレスクールの運営に関しては、保護者・保育者間以

外の多様な立場の人々が関わる。
→ 地域団体と行政、地域の支援者と保護者、保育園関係者、小学校関係者、

支援に関わる大学関係者など

� 今後は、異なる多様な立場の人々による「越境的な対話」(香川、2015)の考察
が今後より参考になるのではないか。

【参考】 高校の日本語教育における連携の事例 （今回の分析対象外）
嵜本(2023)：
高校進学を目指す外国につながる生徒の支援ネットワークに着目し、人と人、組織と組織、人と組織
を繋ぐ結節点となる人へのインタビューから、その役割とつながりの広がりを示唆。

大津・浜田(2023)：
高校教員と外部支援者の日本語教師の間で交わされた「連絡帳」の談話分析を通して、両者のコ
ミュニケーション上の課題を指摘。支援の充実に向けた情報共有のあり方の改善方法を示唆。



より良いプレスクールの支援体制構築のために

� 今後探っていく必要性や意義があると考えられること

� 就学前幼児の学びを支える異なる立場の関係者が支援の目的と併せて教育
格差や同化主義への批判的まなざしを共有しているか

� 特に、ボランティア団体で行われる場合は、その連携が一部の関係者に極端な
負担を強いるものになってないか、齟齬の原因は何か等

� 課題

� プレスクール事業は近年徐々に広がりを見せているが、その実践の報告・研究
の数はまだ十分とは言えない。

� 質の良いプレスクール事業を目指すためにも、幼児の成長を中心に考える関係
者間の互恵性（内田2021）に関わる実践・研究が求められる
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